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	平成27年度　事業報告
	（1）スカッシュ競技の普及に関する事業
	① スカッシュデー・スカッシュウィークの実施
	② 広報活動
	③ 大会等のスポンサー対策及び増進
	④ 環境対策委員会にてJSAエコプロジェクトを推進
	⑤ エアースカッシュを活用した全国キャラバンを実施（別紙資料参照）
	全国12カ所で開催。1,283名の参加がありスカッシュの普及に貢献。

	（2）スカッシュ競技の競技力の向上に関する事業
	① スカッシュの普及と競技力向上に関する事業と「スカッシュ応援募金」活動
	② ナショナルスカッシュ強化練習会及び合宿の開催
	イ）ナショナルトレーニング
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	会場：ヨコハマスカッシュスタジアムSQ-CUBE
	ラヴィ・セントラルフィットネスクラブ蒲田
	◆日程：4月26日　参加人数：6名
	◆日程：5月17日　参加人数：3名
	◆日程：6月28日　参加人数：5名
	◆日程：7月4日　参加人数：2名（シニア選手のみ対象）
	◆日程：7月19日　参加人数：8名
	◆日程：8月23日　参加人数：5名
	◆日程：9月13日　参加人数：6名
	◆日程：10月25日　参加人数：4名
	◆日程：12月6日　参加人数：5名
	◆日程：平成28年1月31日　参加人数：4名
	◆日程：平成28年2月21日　参加人数：7名
	ロ）香港チャレンジマッチ
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：7月28日～30日
	会場：ヨコハマスカッシュスタジアムSQ-CUBE
	参加人数：9名
	ハ）平成27年度ＪＳＡジュニアスカウトセレクション
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：8月3日
	会場：ヨコハマスカッシュスタジアムSQ-CUBE
	参加：17名　ＪＳＡジュニアスカウト対象選手：5名選出
	ニ）平成27年度西日本ジュニア強化合宿
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	主管：日本スカッシュ協会　中国四国支部
	日程：10月17日・18日
	会場：マスカットスタジアム内スカッシュコート
	コーチ：佐野、松本
	参加人数：12名（内ジュニア選手7名）
	ホ）平成27年度ＪＳＡジュニアスカウトセレクション対象選手強化合宿
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：12月26日27日
	会場：スカッシュマジックアカデミー
	コーチ：佐野、松本　参加人数：8名
	へ）ナショナルジュニア強化合宿・冬
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：12月27日28日
	会場：スカッシュマジックアカデミー
	コーチ：佐野、松本　参加人数：27名
	ト）平成27年度ジュニアウィンターキャンプPart1
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：平成28年月1月23日24日
	会場：サンセットブリーズ保田
	コーチ：佐野、松本　参加人数：22名
	チ）平成27年度ＪＳＡジュニアスカウトセレクション・春
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：平成28年3月30日
	会場：サンセットブリーズ保田
	参加人数：16名　ＪＳＡジュニアスカウト対象選手：4名選出
	リ）平成27年度ナショナル強化合宿・春
	主催：（公社）日本スカッシュ協会
	日程：平成28年3月30日～4月1日
	会場：サンセットブリーズ保田
	コーチ：佐野、土田、菊池
	参加強化選手：24名
	③ 公認スカッシュコーチ＜レベル1＞特別認定講習会及びリフレッシュコースの開催
	イ）公認スカッシュコーチ＜レベル1＞特別認定講習会＆試験の開催

	（3） スカッシュ競技の競技大会に関する事業
	① 協会主催の競技大会
	イ) 第26回全日本アンダー23スカッシュ選手権大会
	ロ) 第29回ジャパンジュニアオープンスカッシュ選手権大会
	＜ワールドジュニアサーキット(WSF) ＞
	＜アジアジュニアスーパーシリーズ(ASF)＞
	ハ) 第21回スカッシュマスターズカーニバル
	ニ) 文部科学大臣杯争奪第44回全日本スカッシュ選手権大会
	＜平成27年度スポーツ振興基金助成＞
	ホ) JOCジュニアオリンピックカップ第20回全日本ジュニアスカッシュ選手権大会

	② 海外大会日本代表派遣
	イ) 第13回ＰＢＡペナンジュニアオープン
	日程：6月1日～6日
	会場：二コルデービットインターナショナルスカッシュセンター
	（マレーシア　ペナン市）
	種目：男女アンダー19,17,15,13,11
	参加選手：11名、監督/佐野公彦
	上位入賞者：女子アンダー17優勝　渡邉聡美
	男子アンダー19　9位　机龍之介

	③ 国際大会の日本開催に向けての資金及び情報の収集
	目的：国際大会を開催して海外選手と対戦する機会を作る事により日本選手の技術の向上を図る。又、間近で海外トップ選手のプレイを観戦する機会を作り、より多くの人々にスカッシュへの関心を高めてもらい一層の普及を図る。
	計画： 2018年東アジアスカッシュ選手権大会の日本開催、2020年東京五輪
	スポーツラボの実現、2021年関西ワールドマスターズゲームズに向けての準備。

	（4）その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業
	① アジア競技大会に向けてのロビー活動及び選手強化活動
	② オリンピック競技大会での正式競技入り実現の為の推進活動
	③ ドーピング検査及びドーピング防止啓蒙活動
	＜平成27年スポーツ振興くじ助成＞
	④ 会員募集事業と公認事業制度の運用
	内容：＊個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロード運用の「スポーツエントリー」を利用して利便性を図った。平成23年度より大会参加に関しての「スポーツエントリー」の利用は、主催者の判断に委ねている。
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